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云ツデ奪ヒ合ツテヰヤノデ，追ヒ着イテ見ルト，ソ.レハきぬがささうノ果實デアツタ。 
獎メラレルママニ漿果ノ熟シタモノヲ採ツテロニ入 V テ見ルト，案外ソノ昧パ素晴シイ 
ノグ驚イタ。 土地 ノ人々ガ好ンデ食フノモ無理ガナイ。一種云フニ言ハレ■ヌ畚ブガロニ 
殘ツテ,/'一度ソノ味-ヲ覺エタラモウー生涯忘レ ラレ'ヌ V 云フガ本當カモ知'レナイ。.私共 
ハ登山ノ際二あかもの，なつはぜ，うすのき，がんかうらん，いはなし等ノ杲實ヲ生食 
シテキルガ，水分;-.甘味，香氣ノ三點二於テ是等ハソノ 足下 ニモ及パナイ不味ナモノデ 
アル。关方ノ試食ヲ希望シテ玆二紹介スル。.尙當地デハえんれいさうノ果實モぐ力みき 
卜稱シテ生食ジテキルガ，.全枚葉ノぐりみきハ不陳デ，トテモ高 出 ニアルモノ ノ比デハ 
ナ彳トイフ。（昭和 19. 9, 27) ん . ' 

〇八手ノ觀察（津山-尙） ， ■ , 

やつでハ: ソノ 花盛 リノ 時二，廣イ花盤ノ上二密二分布シタ凹所カラ蜜ヲ分®スルコト ' 
ガ知ラレテヰル。コノ蜜ハ木變二粘性ガ强ク又相當甘昧ノ濃イモノ'デアル。.：十二月ノ終 
頃ニナル'卜東京附近♦.ハコレガ凍ツデ角パツタ結晶トナリ，朝ノ中ソレガ未ダ融ヶナイ 
時二美シク: M ノ上デ光ル。融黯ハ水ヨリ餘程高イラ'ンイガ，化學的ニヨク調べテ見夕 
イ モノ デアル。 . , 

やつでハゾノ枝ノ先端二大型ノ花序ヲ生ジテソノタメニ枝ハー度ソコデ成長ヲ止メ， 
花序ノ 基部 カラ 側方 二 春 新タニ枝ヲ生ジ， 一見所謂 假軸分岐狀ヲナス。 所 ガ花ヲ 生 ジナ 
イ枝ハ 普通 十月カラ，一月ノ間二新梢ヲ舊枝ノ先端ノ中央二,生ジ假軸狀ハナサナイ。コ 
ノ新梢ハ大體花序ノ伸長卜開花卜時ヲ同ジクスルメデアツテ，-十一月頃迄二展開'ンタ新 
葉ハ東京附近デハ葉先ガ霜デイタム位デ濟ムガ 7 十二，一月頃ノモノハ葉全體ガ枯レテ 
.シマフコトガ多イ。コレハ八手ノ原產地ノ樣二暖カク，又樹ノ下ノ陰地ノ樣ナ所デハ起 
ラナイコトデアツテ，東京附近ノ戶外ノ冬'ノ寒サハやつでニハ多少寒スギルコトヲ示シ 
テキル樣デアル。春三， ㈣ 月ノ候，やつ.でノ果實ガスツカリ熟シテ，ソノ大部分ハ落下 
\ンタ頃二又花ノツイタ枝ノ基为ラ旺盛二新梢ヲ生ジ，又先二伸ビヲ中止'ンテヰタ昨年ノ 
ff 梢キ又新タニ生長ヲ初メル。樫ノ類ニハ 所謂 夏芽ノ現象ガアツテ，春卜夏卜二度新梢 
ヲ展開スルモノガアルガ，やつでノ場合パ可成明カニニ度ソレヲャル。花ノアル枝ヨリ 
ノ新梢ノ展開ガナイモノヨリ數ヶ月モ遲レルゴトハ，花ガ新梢ソ成長ヲ止メ.ル役ヲ强力 
二杲シテキ冷卜'考へラレル。卽チ•新梢展開二對シテ，負價ノ生長素ヲ有スルコトガ想像 
争レルソ .ノ 方面 ノ學者ノ往意ヲ遼イテキルカドウデアラウカ。尤モ花ノ 存在 ガ葉ノ長生 
■ヲオザへル現象ハ何辛事'新ゾイコトデパナク，' 極普通二見岁レルコトデアル。今年春ノ. 
-氣ノ着イタコトデハ染井吉野_デ花ノ咲カナイ枝ャ病菌力何カデ花ノ着カナイ枝ニハ著 
シク早ク新葉 C . 從ツデ新梢〕ガ展開シテヰルノヲ見夕。併シ，やつで/瘍合ハコレガ餘 
■リニ著シイノデア W 。 コレ' 二 對シテ冬ノ寒氣ハアマリ關與シ_テヰナイカニ見エル。何卜 
ナレパやつで二近イ冬暖イ小笠原島二產スルむにんやつでャちちしまやつセニ於テモ亦' 
丨特姑 ハ 多少異 ルガ，全ク同樣ノ關係ガ息ラレルカラデアル。 _ 
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